
◆令和５年５月１５日開催庁議◆ 

１．市長挨拶 

○統一地方選挙も終わり、恵庭市議会は新たな議員を迎え新体制となった。各部署にお

かれては常任委員会と連携を密にしながら、市の考えや予算について議員と連携を深

めてほしい。また、１９日の臨時会で議長、副議長、その他人事が決まるため、新しい

体制においても連携を取ってほしい。 

○第２回定例会では、新人議員にとって初めての議会のため、各部においてはこれまで

どのようなことをしてきたか、今後どのようなことを考えているかを十分に検証して

ほしい。

○新年度の予算が執行され、様々な事案や施策展開があるので、よろしくお願いしたい。

２．議事 

（１）北海道感染症対策連絡本部設置への対応について【総務部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、総務部危機管理担当参与説明  

○政府及び北海道の新型コロナウイルス感染症対策本部が令和５年５月８日付で廃止

した。道では、対策本部の代わりに連絡本部を設置した。対策本部では、感染拡大防

止のため必要な対策を状況により強制力を伴って実施していたが、連絡本部では、情

報収集や共有を図り、新たな変異株や感染症が急拡大した場合に備えて迅速に初期対

応ができる体制を維持することとしている。 

○恵庭市の今後の体制としては、４月２８日に開催した最後の新型コロナウイルス感染

症対策本部会議で定めたとおり、道の連絡本部から情報提供や対応に関する協議等が

あった際に、庁議の議題で報告していく。

  （市長）

   保健福祉部の内容もあるが、これまでどおり総務部が担当ということでよろしいか。

（保健福祉部長）

   基本的には従来と同じように総務部と調整し連携していきたい。

  （市長）

新型コロナウイルス感染状況に関する定時報告については、庁議で報告してほしい。

（保健福祉部長）

新型コロナウイルス感染症の位置付けが５類に移行したことにより、道から市町村

別の感染状況の公表がなくなったと伺っているが、道からの情報提供も含め確認し

ていきたい。



（２）次長制度について【総務部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○既に新着情報に掲載しているが、５月１日から適用する次長制度の運用について、

市長部局のほか公営企業、教育委員会、消防における次長制度についてまとめて通

達した。 

 ○通達では次長職設置の目的、分担事項をはじめ、特に主な個別特命事項について掲

載している。本年度の組織マネジメントの方向性の一つとして、部・次長、課長が

連携した取組の推進を掲げていることから、本運用を今一度確認し、徹底願いたい。

（副市長）

新たな特命事項もあるため、しっかり進行管理を進めてほしい。

（３）令和５年度組織機構ヒアリングについて【総務部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○令和５年度の組織機構に伴う各部ヒアリングを実施する。実施に伴い下記の３点に

ついて特に留意願いたい。

①組織改編を要求する場合は理由を明確にすること。過去減員となった分の復元は理

由にならない。

②必ず次長や課長と打ち合わせをし、共通認識として意見集約すること。例年、職員

課へ来年度の組織機構について問い合わせがあるため、部内で共有するようお願い

したい。

③ヒアリング日程は後日職員課から案内を行う。 

（４）北海道文教大学地域創造研究センターの進捗について【企画振興部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、企画振興部長説明  

○北海道文教大学地域創造研究センターの設立の目的としては、下記の２点である。

 ①地域の課題解決に向けた施策研究を展開し、地域の活性化に寄与すること。

 ②先駆的な地域施策を地方から提起していくこと。

 最終的には、新たな知の拠点としての大学機能の強化及び実践的な課題解決能力を

身につけた人材の育成を目指していく。

○同センターでは、これから展開すべき政策・研究テーマの絞り込みから行っており、

様々な地域が抱える課題を解決するようなテーマを設定している。現段階でヒアリン

グを希望するテーマとしては下記の４つである。

 ①脱炭素に向けた取組、②官民連携事業、③カリンバ遺跡、④図書館

今後も必要に応じて、ヒアリングを行う可能性があるため、各部においてはご協力願

う。



（市長）

北海道文教大学に地域創造研究センターを設立し、そこに市職員を派遣し地域に貢

献するといった趣旨である。市が必要とする課題に対し便利に活用するものではな

く、行政と大学が連携して共同研究していく体制を構築する場として、シンポジウム

やフォーラムを行っていくものである。具体的なテーマは現段階では決まってない

が、先ほど伝えた４つのテーマを中心にヒアリングから始めていく。市としても有益

となる事業のため、各部においては協力をお願いしたい。

（副市長）

   施策形成能力向上にもつながるため、職員の積極的な参加をお願いしたい。

（５）ごみゼロ「クリーンウォーキング２０２３」への参加について 

【生活環境部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、生活環境部長説明  

○５月３０日を「ごみゼロの日」として定め、例年通り「クリーンウォーキング」とし

て清掃運動を実施する。開催日程は５月３０日（火）の１５時から１７時までを予定

しており、４つのルートに分かれ実施する。各部においては２名以上の職員の参加協

力をお願いし、５月２２日（月）までに報告願いたい。なお、参加する職員について

は職務専念義務免除となり、万が一事故等が発生しても公務災害には該当しないた

め、清掃に参加する場合は事故等に十分気をつけるよう伝えてほしい。本会議終了後

に、職員ポータルの新着情報へ文書を掲載するため、各所管で周知をお願いしたい。

３．その他 

 【教育部】 

  ◎図書館と読書に関するアンケートの実施について

第２期恵庭市読書活動推進計画策定及び図書館本館改修基本構想策定の参考とする

ため、市民アンケートを下記の日程で実施している。市職員にも本会議終了後に、職

員ポータルの新着情報へアンケートを掲載するため、ご協力をお願いしたい。

・５月１０日（水）から５月２３日（火）まで

 【議会事務局】 

◎議会、委員会の感染対策について 

議場・委員会室のアクリル板を撤去する予定で進めており、演台の消毒は今後行わな

い。 

また、議場でのマスクは各自の判断としている。 


